
分野⑥ 行政運営・協働参画・連繋

市民と市役所
がともに「自
分事」で始め
る取り組みが、
多様な人材や
組織をひきつ
け、共創が加
速しているま
ち

③職員が、困りごとや意見を聞き、繋が
り・繋げる行動を重視している

職員が身近に感じら
れ、「繋がり・繋げ
る」が定着している

塩尻との関り
を増やしたい
と思う市外の
人が増える

行政の窓口や手続
き・情報がオープン
でアクセス・相談が
増えている

自分も公益活動をは
じめる人・組織が増
える

【参考】主観指標：
行政は地域のことを真剣に考えていると思う市民の割合

①活動している人・組織を知り、知り合
う機会がある

①行動や実証を始め、続ける支援や仲間
の手助けがある

②デジタル活用が進みながら、取り残さ
れない手助けがある

活動を継続しやすい
仕組み・応援が得ら
れる

公益活動を継
続・拡げる市
内の人・組織
が増える

塩尻の特徴や望む姿、
解決したい課題が共
有される

市役所・職員
との意見交換
や協働が多い

④地域への関心ある人や、塩尻に関わり
ある人へ欲しい情報が届く、探せる

④新しい技術や世代を超えた人と出会う
機会が増える

②住みよさや市の情報が市民にわかりや
すく伝わる

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ロジックモデルの見直しに関する意見は出されなかったが、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、文言を調整をしている。
・アクティビティについては、塩尻に関心を寄せる地域外の方向けの情報提供について意見が寄せられる一方、既存住民側への新規流
入者の情報提供を含めた情報交換が求められた。

・塩尻での活動を促進するために、すでにある情報へのアクセスのしやすさ（親近感、敷居の低さ）や仲間づくりが大切であることに
多くの意見が寄せられた。相談先がわかりやすくなることで、すでに整備されている環境の活用が進むと考えられる。

・相談できる人、場所があり、相談の敷居が高くない

・相談できる先がどこなのか情報の発信を増やす
・『市民活動図鑑』のような一覧化情報
・知り合うためのフランクな場所づくり

・潜在的な活動ニーズを持つ人が、行動を起こす
きっかけになる方法づくり
・一緒に動ける仲間づくり

・活動継続のために必要な補助金情報が手に入れやすい

・活動継続のための補助金の準備

・HPの情報がニーズ別分野別にわかりやすいものになる

・調整区域の規制緩和と活用の柔軟性
・どのような情報が求められているのかニーズ調
査
・デジタル情報のみでなくアナログ媒体の配布も

・やりたいと思う人が始められる仲間づくり
・ビジネス視点で考えることができる機会づくり

・いまの80代が困らない情報の発信を ・高齢同年代のスマホインストラクター
・有線放送の補完的な活用
・eスポーツを子供が始め、高齢者も孫世代を通
しデジタルへの関心を高める

・職員が興味のあることに積極的に関わっている

・行政課題と市民課題がマッチすることで協働解
決につながる
・課題解決に地元企業の力を借りる

・世代間交流が増える仕組みを作ることで、世代
間の技術交流（デジタル情報の使い方）が進む

・求めている役割が明確に示された募集が行われている
・受け入れ側の地域も、新たな人を受け入れやすい情報が
手に入る

・塩尻への関わりシロを明確にした募集
・口コミなど生きた情報に触れられる窓口
・気軽にお試し移住のできる仕組み
・ニーズ調査を

・先輩移住者の声を聴く機会を多く設ける
・移住者への情報提供と同時に、地域側への移住
者情報の提供がほしい

・世代間の交流が盛んになることで、最新技術の使い方を
含めた教え合える環境が整う
・新しい技術の機会が増えると課題が可視化されるのか

【資料１】
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※青字は意見などを受けた修正

関わる方法、ポジ
ションが選びやすく
なる


